




























































































































本稿執筆の2006年 3 月現在、第 1セメスターから第 4セメスターの都合 4回、実施された。以
下で活用されるのは、授業理解とノートのとり方に関する質問項目を用意した、第 4 セメス
ター（ 2回生後期、以下「 4セメ調査」と略記）のデータである。










から始まり、「第 2章 学習計画を立てる」「第 3章 授業に参加する」「第 4章 ノートを作成する」
「第 5 章 レポートを作成する」「第 6 章 図書館を利用する」「第 7 章 インターネットを使う」























































































































































































































































































































備が不充分なである（unreadiness for learning in college）。準備が不充分な学生に対しては、


















いる」は合計69. 5％と、ほぼ 7 割に達している。ところが、「Ｃ．教師が板書せずに口頭で説
明したことは、少なくとも半分くらいはノートにとれている」になると、合計49. 0％と、約半
分になる。最後に、「Ｄ．みんなが板書内容をノートに写し終わるのを教師が待っている時（自
















 よく当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全然当てはまらない 




場合に自分で文章化にしてノートしていないことがわかる（81. 7％＞59. 7％、 1％水準で有意）。
同様に表 2からは、大事なところが分からないことが多い学生ほど、板書がなされない口頭の








































































































































































2006年 1 月11－12日の平均自学自習時間（授業は除く） 












































































































































































































さて、上記の学生たちは何回生か。 1－ 2回生ではない。 3回生（の後期の末）である。大
学入学後、 3年近くが過ぎてこの状態なのだ。彼らを、このまま社会へと送り出してよいもの
かどうか。大学の早期段階で、何とか手を打つべきではないだろうか。朝日新聞実施の「2007
年春 主要100社採用計画調査」によれば、新規大卒採用で重視する点は｢コミュニケーション
能力」「行動力」「熱意」が選択式回答の上位 3つだったことに加えて、自由回答では論理的思
考力・文章力を重視する企業が目立った。こうした結果は、レトリックあるいはイデオロギー
の要素も少なくなかろう。だが、その要素の多寡に拘らず、グローバル化や知識資本主義化を
背景に、大卒労働市場の競争が厳しくなっていることは、厳然たる事実である。
以上のように、高校段階と大学段階で形成される能力の、質的ギャップを拡大する、社会的
な流れが存在する筒井（2006c）。こうしたマクロな社会的状況を視野の外において、大学教育
で何ができるか／何をなすべきかの議論を行うべきではない。
「最近の大学生は本を読まない」「最近の大学生は知的な文章が書けない」――それはその
とおりだろう。だが、そう指摘していても、読まない・書けないという事実は消えてなくなり
はしない。取り組むべき実践的課題は、いかに読ませ書かせるか・いかにフィードバックすべ
きか、すなわち、言語獲得の受動性と応答性が埋め込まれた機会を、とりわけ 1年次の早期段
階において、構造化することなのである。
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